
 

 

 
 

関係者で協調した原子力理解促進活動の推進を 

 

一般社団法人 日本電機工業会 

原子力部長 多田 伸雄  

 

 

先般発生した熊本地震に際し、「念のために

川内原子力発電所を停止すべき」という声が

各所から上がった。また、原子力界に大きな

影響を与えた高浜発電所に対する大津地裁の

仮処分決定という出来事もあった。これらは、

東京電力福島第一原子力発電所の事故と長期

にわたるその影響を目の当たりにした国民が

当然持ち得る不安から生じたものであるが、

正確な科学データや事実を十分に理解してい

ないことも要因であろう。それ故に、原子力

に対する理解促進活動は、以前にも増して重

要性を増している。 

本年は高レベル放射性廃棄物処分の適正地

が公表される予定である。放射性廃棄物は国

民の関心の高い問題の一つであり、理解促進

活動をより強力に進める必要がある。理解推

進が不十分なまま議論が進むと、研究施設等

の廃棄物を取扱う RANDEC の事業環境に影

響が出る可能性もある。 

私ども日本電機工業会も、微力ながら理解

促進活動を実施している。2015 年度は、発電

所の再稼働に合わせて「日本のエネルギーを

考える～原子力発電所再稼働の現場から～」

という冊子を作成し、全国の約五千校の高校、

関連団体、弊会会員企業へ配布するとともに、 

弊会のホームページに公開した（URL： 

http://www.jema-net.or.jp/Japanese/nps/pu 

blic.html）。 

また、講演会の開催やポスター･クリアファ

イルの配布などを行っている。さらに、原子

力学会シニアネットワークなど、他の関連団

体が実施している学生や女性向けの理解促進

活動を支援している。 

なるべく広い対象層に深く原子力を理解し

ていただきたいが、対象層の広さと理解度の

深さは両立させることが困難で、効果も測り

にくい。弊会も含め、各社・各団体が独自に

理解推進活動をするよりも、関連団体が協調

した活動を行うのが効率的である。弊会は、

協調した理解促進活動を行うべく関係する諸

団体に働きかけを始めたところである。

RANDEC にも是非ご協力をお願いしたい。 

（公財） 原子力バックエンド推進センター 
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RANDEC の主要な行事等 

理事会及び評議員会の開催について 

総務部  

 

当センターは、業務運営の効率化や関係機関等との連携を図りながら社会貢献を図るべく業

務展開を行ってきておりますが、昨今の原子力業界を取り巻く情勢や関係機関等の当センター

への期待の変遷を加味し、これまでより幅広い業務に取り組めるように、公益財団法人として

の事業拡大の手続きを踏みながら業務を実施しております。 

今般、以下のとおり事業、予算等に関する理事会及び評議員会が開催されたので報告します。 

 

(1) 第 9回理事会が、平成 28年 3月 18日（金）

に当センターにおいて開催され、①平成 28

年度事業計画、②平成 28 年度予算、③基本

財産の一部取り崩し、④平成 28 年度特定寄

付金に係る募集目論見書、について審議され

原案どおり承認されました。 

 

(2) 第 10 回理事会が、平成 28 年 4 月 12 日

（火）に決議省略の方法により開催され、①

第 6 回評議員会招集の件、②柴田周評議員、

中尾正文理事の選任について、審議され原案

どおり承認されました。 

 

(3) 第 6回評議員会が、平成 28年 4月 19日

（火）に決議省略の方法により開催され、柴

田周評議員、中尾正文理事が選任されました。 

 

(4) 第 11回理事会が、平成 28年 6月 2日（木）

に当センターにおいて開催され、①平成 27

年度事業報告、②平成 27 年度決算報告、③

平成 27 年度内閣府定期報告、④第７回評議

員会の開催、について審議され原案どおり承

認されました。 

 

(5) 第 7回評議員会が、平成 28年 6月 17日

（金）に当センターにおいて開催され、①平

成 27年度事業報告、②平成 27年度決算報告、

について審議され原案どおり承認されました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7回 評議員会 
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RANDEC の事業・活動に関する近況報告 

 

１．照射後試験施設で発生する廃棄物の共通的放射能評価手法の

確立に向けて 
 

廃棄物処理事業推進部 鈴木 康夫  

 

 

研究施設等廃棄物を埋設処分するにあたっ

ては、各廃棄体が国の技術基準を満たしてい

ることを確認するために、「廃棄確認」(測定・

検査)作業が必要とされている。 

当センター（以下、RANDEC）では、大学・

民間等から発生する研究施設等廃棄物の処理

事業の実現に向けて、廃棄確認を踏まえた設

備検討や技術検討を進めている。また、埋設

事業の実施主体である日本原子力研究開発機

構（以下、JAEA）では、埋設施設の事業許

可申請を行うにあたって、埋設対象廃棄物の

廃棄体等の本数、重量や放射能インベントリ

について評価した情報の収集・整備が進めら

れている 1)。 

廃棄物情報の収集・整備を効率的・合理的

に実現するため、JAEA では、廃棄物発生者

の合意のもとに、平成 25 年度より、廃棄物

の発生起源、汚染形態や含有核種等に応じて、

廃棄物区分として以下の 6グループを設置し、

グループ毎の会合を開催し、情報交換や放射

能評価方法の検討などを進めている。 

① 原子炉の運転・解体等により発生する廃

棄物 

② 照射後試験施設から発生する廃棄物 

③ ウラン使用施設から発生する廃棄物 

④ トリウム使用施設から発生する廃棄物 

⑤ 複数の核燃料物質等を使用する施設か

ら発生する廃棄物 

⑥ 燃料加工事業から発生する廃棄物 

本稿では、上記グループ（２）に関連して

実施され、JAEA からの委託業務として行っ

た照射後試験施設から発生する廃棄物に関す

る共通的な放射能評価手法の検討について、

日本原子力学会 2016 年春の年会において

JAEA, ニュークリア・デベロップメント（株）

（以下、NDC）と RANDECの連名で成果発

表された 2）概略を報告する。 

放射能評価手法としては、非破壊測定法に

より、Co-60 または Cs-137 の放射能濃度を

求め、ORIGEN-2による放射化・燃焼計算（以

下、計算）により求めた核種組成比と掛け合

わせることで廃棄物の核種毎の放射能濃度を

評価するという新たな手法を選定し、NDC

の照射後試験施設をモデルに検討することと

した。  

計算による核種組成比の評価にあたっては、

NDC に搬入された実燃料のデータを用いて

計算を行い、これで得られた核種組成比を実

廃棄物の分析結果と比較することで、本評価

手法の妥当性の確認を行った。 

検討対象核種は、研究施設等廃棄物全体の

安全評価における重要核種のうち、照射後試

験施設廃棄物の特徴を踏まえ以下の 17 核種

を抽出した。核分裂生成物核種（以下、FP

核種）の Sr-90, Tc-99, Cs-137, Eu-154、構成

材料の放射化核種（以下、AP核種）の H-3、
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C-14、Co-60、Ni-63、アクチノイド核種（以

下、ACT 核種）の U-234、U-235,、U-238、 

Pu-238 、（ Pu-239+Pu-240 ）、 Pu-241 、 

Am-241、Cm-244である。FP核種及び ACT

核種の代表核種は Cs-137、AP核種の代表核

種は Co-60である。これらの代表核種を用い

て、核種組成比を求めた。 

図 1に、単一の原子燃料で汚染された廃棄

物を収納した容器 6 個(容器 A～F)について、

計算値と実廃棄物の分析値による核種組成比

の比較を示す。 

結論として、燃料由来の FP核種及び ACT 

核種については、計算結果と実廃棄物の分析

結果が比較的よく一致し、本評価手法を適用

できる見通しが得られたと考えられる。一方、

材料由来の AP核種については、計算結果と

実廃棄物の分析結果にずれが生じるとともに、

容器ごとの核種組成比にもばらつきが認めら

れた。 

今後は、AP 核種の挙動について調査し、

他の照射後試験施設においても共通して適用

できる評価手法の確立へ向けて検討を進める

ことが期待される。 

 

 

図 1 計算値と実廃棄物分析値による核種組成比の比較 

 

参考文献 

1） 研究施設等廃棄物の埋設事業に関する説明会（第 3回）, 資料-3

（http://www.jaea.go.jp/04/maisetsu/reference/download/setumeikai120327_siryou3.pdf） 

2） 辻智之 1, 星野譲 1, 坂本義昭 1 , 鈴木康夫 2, 町田博 3 （１．JAEA, 2. RANDEC, 3. NDC）, 

“照射後試験施設から発生する廃棄物の放射能評価方法の検討,” 日本原子力学会 2016年春の

学会, 講演番号 1E18 
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２．クロスフローシュレッダによる放射性物質の除染試験 
 

企画部 桑名 克己  
 

環境省の平成 27 年度除染・減容等技術実証事業に、鹿島環境エンジニアリング株式会社が

中心となって「クロスフローシュレッダ（以下「CFS」という）による放射性物質除去の処理

技術」の実証試験を提案し、採用された。試験の内容は、汚染されたラジエータを CFS で破

砕し、破砕に伴う除染効果を確認するとともに破砕で得られた金属片をさらに溶液で洗浄し、

全体の除染効果を確認するというものである。試験の結果、大きな除染効果を確認するととも

に金属片がリサイクル可能なレベルまで除染できることを実証した。なお、RANDEC は、試

験に伴う放射線測定のアドバイスと放射線管理を担当した。 

 

1. CFS 

CFSは、装置内に投入した処理対象物を高

速で回転するチェーンで叩き、破砕するもの

であり、広く産業廃棄物の破砕装置に使用さ

れている設備である。写真 1に試験設備の外

観を示す。試験設備は、破砕機と排気系機器

（セパレータ、サイクロン、集塵器等）で構

成されている。 

 

 

写真 1 試験設備外観 

 

2. 試験方法 

供試体としては、自動販売機と自動車の汚

染されたラジエータ、各 4体を用いた。 

除染の原理は、供試体が破砕される過程で、

チェーンによる強打及び金属片間の摩擦等に

より、表面に附着した汚染部位が剥離・研磨

され、放射性物質は粉塵として排気系機器に

分離されるものである。 

試験はラジエータ2基を１バッチとして、

４回実施した。破砕前のラジエータの放射能

量は、キャンベラ社の現場用 Ge 測定装置で

測定して初期量とし、破砕後の金属片の放射

能量は Ge 測定装置との相関を確認した上で、

CsI 測定装置で全金属片を測定した。写真 2

にラジエータの測定状況、写真 3にラジエー

タを破砕して回収した金属片を示す。 

 

 

写真 2 破砕前のラジエータ 
 

 

 写真 3 破砕後の金属片 

4



 

1 バッチ当たりの破砕時間は 60 秒間とし、

バッチ毎に金属片とともにセパレータ、サイ

クロン、集塵機等に溜まった粉塵等を極力回

収し、それぞれの放射能を測定した。 

さらに、金属片はアルミ、銅、鉄に分離し、

アルミについてはアルカリ、銅及び鉄につい

ては酸溶液で洗浄し、溶液洗浄による除染効

果を確認した。 

 

3. 試験結果 

CFSによる除染試験の結果を図 1に示す。

ラジエータの放射能はバッチ 2 が高く、約

180,000 Bq、他は 45,000 Bq~76,000 Bqであ

った。破砕後の金属片の除染量を初期量で除

し除染率は 93%~97%となった。 

この金属片を溶液洗浄した結果、さらに

64%~67%の除染効果が得られ、金属片の汚染

レベルは全てリサイクル可能な状態まで低下

した。 

CFSについて、バッチ毎に金属片及び排気

系機器の粉塵を極力回収し、それぞれの放射

能を測定した結果、初期量に対し、金属片に

約 5%、排気系機器（セパレータ、サイクロ

ン、集塵器）の粉塵等に約 36%で、放射能の

大半は、サイクロン及び集塵機から回収され

た微細な粉塵から確認された。放射能の初期

量に対する回収率は 40%であった。主要設備

の線量率の測定結果から、回収できなかった

約 60%の放射能は装置の工程内の内壁や配

管、及びフィルタ類に附着しているものと推

定された。 

 

4. まとめ 

汚染されたラジエータを使用してCFSに

よる除染効果を試験した結果、高い除染率が

確認できた。また、溶液洗浄と組み合わせる

ことにより、金属片を確実にリサイクルでき

ることが実証できた。また、実証試験を通し、

処理対象物の投入の自動化、排気系機器の粉

塵の飛散防止措置の充実等を図ることで、処

理効率の向上が図れることが認識された。 

汚染されたラジエータを CFS で処理する

ことにより、短時間で高い除染効果が得られ、

リサイクル可能なレベルまで除染できる見通

しが得られた。この技術を用いて、金属廃棄

物の除染、リサイクルが促進され、福島再生

の一助になることを期待したい。 

 

 

 

図 1 CFSによる除染試験の結果 
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３．大学・民間等廃棄物処理事業の進捗状況 

 

廃棄物処理事業推進部  

 

RANDEC では、大学・民間等の廃棄物を

対象に、廃棄物を集荷、開梱・分別して埋設

用廃棄体の製作を行う廃棄物処理事業の調査

を平成 20年度から開始しています。平成 25

年 4月からはこの事業を主要業務とする公益

財団法人として再発足致しました。廃棄物処

理事業は、研究開発法人原子力研究開発機構

（原子力機構）が建設を予定している埋設施

設に対応した廃棄物処理を実施する事業であ

り、原子力機構と連携・協力しながら準備を

進めています。しかし、東日本大震災とそれ

に続く東京電力福島第一原子力発電所の事故

により、埋設施設の建設が停滞する状況とな

っております。これは原子力発電所をはじめ

とした原子力施設の厳密な安全対策が求めら

れているためですが、新規施設の立地活動に

も大きな影響が出ています。 

原子力機構は、文部科学省の「研究施設等

廃棄物作業部会」において、埋設施設立地の

ための「立地基準」及び「立地手順」を平成

27年度に公表しました。これまでの公募によ

る立地方式から協力要請方式を主とすること

を表明しました。協力要請には国も大きく関

与することになり、これまで以上に立地活動

を強力に進めることになります。これまでの

停滞状況から少しでも前進することを期待し

ています。 

RANDECは、平成 20年度から主要な民間

廃棄物発生事業者からの支援を受け、廃棄物

の集荷・貯蔵・処理の事業について、①事業

実施体制、②収支計画、③廃棄確認のための

各種技術検討、④事業施設の概念設計、⑤事

業許可申請に向けた検討等について調査検討

を進めています。その間、廃棄物事業の検討

状況及び原子力機構の埋設施設の進捗状況を

報告する大学・民間等廃棄物発生者報告会を

2 回開催し、発生者からのご要望・ご意見を

伺っております。今年度は、民間廃棄物発生

事業者 5社（旭化成㈱、住友金属鉱山㈱、㈱

日立製作所、NDC㈱、三菱マテリアル㈱）か

らの支援により、下記の項目を検討する予定

です。 

①事業の資金計画及び廃棄物処理契約の検

討 

②立地に向けた事業計画説明用資料の整備 

③ウラン核種の計測手法の開発 

④廃棄物処理施設の立地活動 

これらの項目はいずれも事業準備に向けて

必須の項目であります。廃棄物処理事業の開

始工程は、原子力機構の埋設施設立地活動状

況に大きく依存せざるを得ない面があります

が、原子力機構と緊密な情報交換と連携協力

を進めていきます。 

大学民間等廃棄物発生事業者の方々からの

ご協力とご支援の程、よろしくお願い致しま

す。 
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外部機関の活動状況の紹介 

清水建設の原子力発電所廃止措置技術 

 

清水建設株式会社 原子力・火力本部    

計画部 鳥居 和敬  

 

１．はじめに 

当社の原子力発電所廃止措置に対する取り

組みは、1980年代初めから35年以上になる。

日本原子力発電(株)東海発電所の建設を行っ

たことから、同発電所の廃止措置エンジニア

リングに初期段階から携わり，これを契機と

してこれまで中断することなく技術開発を継

続している。 

東海発電所の廃止措置エンジニアリング以

外にも、旧日本原子力研究所の研究炉JRR-3

の一括撤去、動力試験炉JPDRの生体遮蔽体

解体等のプロジェクトにも参画している。ま

た、東北地方太平洋沖地震以降は、東京電力

福島第一原子力発電所事故対策工事、及び、

デブリ取り出しに向けての技術開発に取り組

んでいる。 

当社の廃止措置に対する社内体制を図1に

示す。設計・エンジニアリング部門と施工部

門のほかに、技術研究所内に、遮蔽、原子核

工学、放射化学の専門家集団を有しているこ

とが、他社にはない特色である。 

 

２．技術開発 

廃止措置を実施するために必要な技術は、

施設特性の評価技術、構造物の除染技術、構

造物の解体技術、放射性廃棄物の処理処分技

術と長期間にわたるプロジェクトを円滑に推

進するためのマネジメント技術である。 

当社は、長年にわたる取り組みでこれらす

べての領域に経験と技術を有している。図2

に廃止措置に関する技術分野と当社の保有す

る技術を示す。 

コンクリート構造物の解体に関しては、早

くからワイヤーソーに着目し、切断するだけ

ではなく、切断時に発生する粉じんや廃液の

回収や処理技術も含めた切断システムを確立

している。 

また、技術研究所を中心に、解析による放

射化放射能量評価技術の高度化に努めている。 

 
 

 

図 1 廃止措置に対する清水建設の体制 
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図 2 廃止措置に関連する技術分野と清水建設の保有技術 

 

 

３．放射化放射能量の評価技術 

当社の保有する廃止措置関連技術の中から、

他の建設会社に見られない技術として、放射

化放射能量評価技術を紹介する。 

当社の原子力施設のコンクリート構造物の

遮蔽に対する取り組みは、30年以上の歴史が

ある。国内外の研究機関とも共同研究を行い、

実験と解析の両面から研究を行ってきた。 

 

廃止措置の計画で、最初に取り組むべきこ

とは、放射化放射能量分布とそのレベルを正

確に把握することである。 

特に、廃棄物の大部分を占めるコンクリー

トは極めて正確な放射化放射能評価が必要で

あり、そのために、放射線とコンクリートに

関する両方の専門知識が必要である。当社は

必要な分野の専門スタッフを有しており、精

度の高い評価を一貫して実施することが可能

である。

 近年、この分野での適用例が増えてきた3

次元モンテカルロシミュレーション法を早く

から解析に導入し、それを適用することによ

り放射化放射能量評価技術の高度化に努めて

きた。この放射化放射能量評価の手順を図3

に示す。 

初めに、中性子輸送計算により中性子束の

分布を求める。計算では、図面情報や建屋部

位の実測値から原子炉建屋のコンクリート部

位の精緻な3 次元幾何形状モデルを構築し、

モンテカルロ計算コードMCNPなどを用い

て、領域と空間の中性子束を正確に求める。 

次に、原子炉の運転履歴と放射能量を求め

る領域の元素組成から放射化量を計算する。 

この放射化量計算コードとして、従来は 

ORIGENコードを使用するのが一般的であ

ったが、当社では新たにAERYコードを開発

した。このAERYコードは、連続エネルギー

形式の放射化断面積ライブラリを使用するた
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め、中性子束計算におけるエネルギー群構造

の制約を受けず、任意の群構造に対応可能と

いう特徴がある。これにより、詳細群の中性

子束計算による高精度な放射化放射能計算が

可能になる。また、評価結果は容易に可視化

でき、原子炉建屋のコンクリートの任意の断

面で各部位の放射能レベルを色分け表示する

ことができる。 

最終的には、原子炉周りのコンクリートサ

ンプルの放射化分析を行い、実測値と評価結

果を照合したうえでその妥当性を評価し、廃

炉計画を策定することになる。 

コンクリートの放射化放射能量の決定核種

はCo（コバルト）とEu（ユーロピウム）であ

り、どちらもコンクリートの中にppmオーダ

ーで含まれる微量元素である。当社は骨材産

地による微量元素の含有量や，分析機関によ

る評価量の差異等を勘案し，放射化放射能量

評価の精度向上に努めていく予定である。

 

 

 
 

図 3 放射化放射能量評価のフローと入力データ 

 

 

４．おわりに 

当社は、長きにわたり，廃止措置関連のエ

ンジニアリングを行い，廃止措置の全ての領

域で経験と技術を有しています。特に，精度

 

 

の高い放射化放射能量評価技術を基に，国内

外の原子力発電所の廃炉・解体計画の初期段

階から、貢献したいと思っています。 
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海外技術情報 

１．フィリップスブルグ１号機の化学除染 

 

                    廃棄物処理事業推進部 泉田 龍男  

 

 ドイツでは、原子力発電所が 1922 年末までにすべて停止する予定であり、廃止措置が進め

られている。フィリップスブルグ 1号機（890 MW, BWR）もその一つであるが、廃止措置の

一環として原子炉圧力容器（RPV）及び原子炉水浄化系（RWCU）の化学除染の状況が報告さ

れたので以下に紹介する。 

 ウエスチングハウス社（Westinghouse Electric Germany）は、2013年の秋から冬の期間に

フィリップスブルグ 1 号機の廃止措置活動の一環として系統除染を実施した。除染は RWCU

と RPVの二つの部分に分けて実施され、RPVには蒸気乾燥器、気水分離器及び２系統の残留

熱除去系統（RHR）が含まれる。この除染は、対象機器の汚染レベルを下げると同時に、周辺

環境の空間線量率を低下させて廃止措置作業を容易にするために実施された。 

 

１．プロセス選定とその内容 

 除染には、ウエスチングハウス開発の 

NITROX-E 法と EPRI 開発の Decontami- 

nation for Decommissioning（DfD）法の二

つの方式が選定された。DfD 法では、テトラ

フルオロホウ酸と過マンガン酸塩の希薄水溶

液が使われる。この水溶液は母材金属を少量

溶解することで、金属の微視的な裂け目に付

着した放射性核種を除去するため、高い除染

係数（DF）を得ることができる。 

NITROX-E法は、金属表面の酸化膜中の三

価クロムを六価クロムにする酸化工程とその

後の酸化被膜を溶解する還元工程から構成さ

れる。この複数の工程により高い除染係数が

実現できる。NITROX-E法は、酸化剤として

過マンガン酸塩と硝酸の希薄水溶液を使う。

続く還元工程では、希薄シュウ酸水溶液によ

りマグネタイトやヘマタイトの酸化膜を還元

溶解する。 

 

２．適用 

 原子炉水浄化系（RWCU）内で汚染レベル

が部位により異なることから、系統除染はマ

ルチステップとマルチプロセスで実施するこ

とにした。 

 RWCUの除染は、高汚染部分から低汚染部

分への汚染の拡大を防ぐために、原子炉圧力

容器（RPV）と分離して行われ、かつ高汚染

段階と低汚染段階に分割して実施された。除

染方法としてウエスチングハウスの

NITROX-E 法と EPRI 開発の DfD 法が適用

された。 

 RPV の除染においても 2 段階で実施され

た。すなわち、蒸気乾燥器と気水分離器を除

く RPV 下部の部分を除染した後に、RPV内

の全機器を除染する。RPV の除染には

NITROX-E法のみが適用された。 

 

３．原子炉水浄化系の除染 

 原子炉水浄化系（RWCU）の除染は、

NITROX-E 法で５サイクル循環させた後に

DfD 法で１サイクル循環させて実施した。こ
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のサイクル循環工程にはウエスチンハウスが

設 置 し た EDS シ ス テ ム （ European 

Decontamination System） が使われた。 

 除染は 2段階で実施された。第１段階では

RPVとろ過器の間の配管系統機器のみが除

染された。これには 2基の RWCUポンプ、4

基の再生熱交換器及び 2基の熱交換器が含ま

れる。第 2段階では、ろ過器を含む RWCU

の全系統が実施された（図 1）。 

 RWCUの除染に際しては、全エリアに除染

液を循環させるために EDS システムを

RWCUの複数個所に接続した。また、これに

より、除染液の逆方向からの循環にも対応し

た。

 

 

 

図 1 原子炉水浄化系の除染系統 

（上図：RPVとろ過器間の系統、下図：全系統） 

 

 

４．原子炉圧力容器の除染 

 原子炉圧力容器（RPV）の化学除染は、

NITROX-E 法で 3 サイクル循環で実施され

た。このサイクル循環は、RWCU と同様に

EDS システムで実施された。RPV 内及び残

留熱除去系（RHR）で充分な流量を確保でき
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るかどうかが大きな課題であったが、RPV内

のインターナルポンプを使用することで、

RPV 内及び RHR での流量を確保できた。

EDS システムは、RPV 内への入出力流量

650m3/h以上を達成し、イオン交換工程を安

全に運転すると同時に沈殿のリスクを軽減す

ることが出来た。 

 インターナルポンプを使用するには、これ

らのポンプにシール水を供給しなければなら

ない。そのために発電所内の系統システムを

使用すれば莫大な水量が必要になる。そのた

めにウエスチングハウスは、必要なシール水

を供給するシステムを別途構成し、シール水

として除染に使用する除染水溶液を使用した。

この方式により、貯蔵や処理の作業が必要と

なる液体廃棄物の発生量を 1,200 m3 減らす

ことができた。 

 

５．EDS システム 

 RWCU及び RPVの除染に、ウエスチング

ハウスが製作したEDSシステムが使われた。

EDSシステムは、可搬型の各種の機器の組み

合わせで構成されている。数種類のポンプ、

イオン交換カラム、加熱器、冷却器等から構

成されており、これらは除染の仕様や顧客の

要望に応じて特殊なホース又はパイプにより

連結される。フィリップスブルグ１号機で使

用された EDS システムのレイアウトと外観

を図 2に示す。 

図 2 EDSシステムのレイアウトと外観 

 

６．結果 

 RWCU の除染目標は、空間線量率を 1/15

（DF=15）以下にすることである。これを確

認するために、除染前後に 78 ケ所のポイン

トで空間線量率が計測された（図 3）。ウエス

チングハウスの評価手法によれば除染後の

DFの平均値は 89であった。この平均値の評

価手法は、対数的な数値である DF を一部の

特異的に高い DF 値により過大評価するのを

防ぐために、個々のポイントの DF 値を最大

100に制限している。 

  RPV内部の除染状況をすぐに把握できな

いために、RPVの DF目標値は特に設定され

なかった。DFに代わる目標値は、除染後金

属表面のスミヤー汚染が 200 Bq/cm2以下に

設定された。除染は 2013年 12月に終了した

が、発電所の事情により 2014年 11月に RPV

が開けられた。蒸気乾燥器と気水分離器を取
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り外した後に、視覚検査が実施された。それ

によれば、表面の大部分は被膜のない金属層

となっており、特に RPVの下部が顕著であ

った。しかし、汚染チェックでは目標の 200 

Bq/cm2は達成されなかった。

 空間線量率は除染目標ではなかったが、除

染による低減効果が大きく、RPV上蓋は遮蔽

なしに保管することが可能となった。 

 

 

 

 

図 3 原子炉水浄化系の除染前後の空間線量率の測定値 

 

 

７．おわりに 

 供用中の系統除染は、定期検査等での被ば

く防止のためにわが国でも多く実施されてい

るが、廃止措置の前段階での実施はまだ例が

ない。また、RPVの全体除染の報告例は世界

的に見てもきわめて少ないと思われる。これ

からわが国でも BWR や PWR の廃止措置が

本格的に始まろうとしている。ドイツの実施

例が大きな参考になると考えられる。

 

参考文献 

1) M. Brenneisen, “Decontamination of Philippsburg Unit 1,” KONTEC 2015. 

 

 

除染前 除染後 

調査ポイント 
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間
線
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２．ドイツにおける廃棄物処分計画の見直しについて 

 

 専務理事 澁谷 進 

 

ドイツ政府は 2022年の原子力撤退後の放射性廃棄物の処分に関する新しい計画を、2015年

8 月に欧州委員会に提出した 1)。高レベル廃棄物はゴアレーベンが頓挫し、貯蔵サイトの目途

は立っていない。中低レベル廃棄物はコンラッドが計画通り操業される予定であるが、古い処

分場（アッセⅡ、モルスレーベン）からの回収分、海外再処理から返還される中低レベル廃棄

物もあり、コンラッドの拡張又は新規の中低レベル廃棄物処分場が不可欠となる。 

 

１．はじめに 

ドイツ政府は 2015年 8月に放射性廃棄物

処分計画を採択、環境評価と国民の意見聴取

を経て、欧州委員会に提出した。計画はすべ

ての放射性廃棄物の安全かつ責任ある処分へ

の包括的な方策を提供するものである。 

この計画では、放射性廃棄物の最終処分地

として、中低レベル廃棄物（LLW/ILW）に対

してはコンラッド旧鉄鉱山を提案しているが

高レベル廃棄物（HLW）に対しては保留して

いる。計画はコンラッドの拡張には言及して

おらず、原子力撤退政策で最後の原子力発電

所が閉鎖される 2022 年までに発生するすべ

ての放射性廃棄物を収容するためには第 2の

立地が必要となる。2015年、議会委員会が選

択肢の検討結果を発表するが、計画が見込む

2031 年までの第 2 の立地選定は無理、整備

には 2050 年までかかり、廃棄物の輸送シス

テムの構築には、さらに数十年かかるとの見

方もある。環境保護団体は計画に懐疑的であ

り、決定プロセスに地域住民を参画させるこ

とを要求している。 

 

２．貯蔵サイトの選定 

過去に、議会委員会はベルリン、ハンブル

グ、ブレーメンの都市部を除いて、ドイツの

全地域が考慮の対象になるとの原則に基づい

て、HLW の可能な貯蔵サイトの調査を実施

してきた。しかし、運転中の原子力発電所 8

基のうち 3基を抱えるバイエルン州は、地下

の地質学的基盤に対する調査結果により恒久

処分地には適さないことから考慮から外れて

いた。地質学者たちは、環境上及び地震学上

の理由により多くの地域は安全ではないと除

外したうえで、ドイツ北部に多い、深く乾燥

した鉱山あるいは岩盤層を考えている。 

使用済燃料をめぐっては、1994年までは電

気事業者は再処理が義務付けられおり、その

後 1998 年までは直接処分も選択肢となって

いた。しかし、2005年半ば以降の使用済燃料

は直接処分することとされ、海外再処理はも

はや許可されず、発電所サイトに中間貯蔵施

設を建設することとなった。 

 

３．再処理廃棄物に対する計画 

フランスとイギリスに委託した再処理で発

生した廃棄物の貯蔵に関する提案が 2015 年

6 月に環境大臣から公表され、電気事業者は

これを引き取ることが義務付けられた。フラ

ンスからの最初の廃棄物は 2017 年に返還さ

れ、その後、2020 年の間に 4 回返還が行わ

れる。イギリスからの返還計画は未定である。 

廃棄物貯蔵容器 26 体を、国内 4 か所の中

間貯蔵施設に保管する計画で、フィリップス

ブルグ原子力発電所の中間貯蔵施設に 5 体

（フランスからの ILWガラス固化体）を、ビ
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ブリス、ブロックドルフ、イザールの各原子

力発電所には計 21体（イギリスからのHLW

ガラス固化体）を貯蔵する。これらのサイト

は、政治的、技術的、法的手続きの観点から

最適の場所として選択され、電気事業者もこ

の提案を歓迎し、具体的な申請について意思

決定を行っている。 

 

４．新旧貯蔵施設 

連邦政府とドイツ 24州は 2013年に、貯蔵

法について最終合意し、電気事業者は新しい

貯蔵施設の開発に 20 億ユーロを支出するこ

ととなった。連邦放射線防護庁（BfS）はア

ッセⅡ、モルスレーベン、コンラッド、ゴア

レーベンにおける貯蔵施設の建設と操業に責

任を持つ。アッセⅡとモルスレーベンにはす

でに廃棄物が貯蔵されているが、ゴアレーベ

ンでの調査作業はサイト選定法が発効した

2013年に中止されている。 

コンラッドは、1975年から貯蔵施設の候補

として調査が進められ、2007 年 5 月に貯蔵

施設への転換が開始された。認可貯蔵容量は

LLWと ILWが最大 30.3万m3である。 

アッセⅡ岩塩鉱山は、約 100年前に開山し

た。1965年から 1995年の間、ミュンヘン・

ヘルムホルツセンターが連邦研究局の代行で、

廃棄物の貯蔵施設として処理・保管の試験に

使用し、1967年から 1978年の間にドラム缶

125,787本に 46,950 m3の廃棄物が保管され

た。その後 2008 年にアッセⅡを貯蔵施設と

することで合意されたが、坑内への塩水の浸

入により不安定となり、2009 年には BfS が

廃棄物の回収と廃止措置の責任を負った。 

モルスレーベン岩塩鉱山は 1971年にLLW

／ILW 貯蔵施設になった（写真）。旧東ドイ

ツに位置し統合後の再認可を経て 1998 年に

閉鎖された。BfS はその廃止措置にも対応し

ている。状態は良くなく、コンクリートでの

安定化に 22 億ユーロの費用がかかると報告

されている。 

 

写真 モルスレーベン貯蔵施設 

ゴアレーベン塩洞は1979年から2000年に

かけて HLW 貯蔵施設としての安定性が調査

され、途中 2010年までの中断をはさみ、2012

年 11月に再び中断し、2013年の貯蔵施設サ

イト選定法の発効で調査は終了した。 

 

５．廃棄物の物量 

連邦環境省は、2080年までに発生するであ

ろう、処分が必要なすべての種類の放射性廃

棄物の物量を取りまとめた。原子炉運転から

の 10,500 tの使用済燃料（約 1,100のコンテ

ナ）、使用済燃料の再処理からのHLWと ILW

の 300コンテナ、研究開発炉からの使用済燃

料 500コンテナ、原子力発電所の運転と廃止

措置からの廃棄物、産業界や医療分野、研究

活動からの 60万m3のLLWと ILWが処分さ

れる必要がある。加えて、不安定となってい

るアッセⅡ処分施設から回収される 20万m3

（大部分が LLW）、ウレンコ・ウラン濃縮プ

ラントからの 10万m3の廃棄物がある。 

連邦政府は、市民の意見（特にコンラッド

の拡張に関わる）及び地域住民の利害関係を

考慮に入れながら、透明性のある堅固な廃棄

物処分計画を構築するとしている。

 

参考文献 

1) Judith Perera, “Germany Revises Waste Disposal Programme,” NEI, Oct. 2015. 
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３．ドイツ公的部門の放射性廃棄物の処分コスト 

 

廃棄物処理事業推進部 秋山 武康  

 

ドイツの連邦放射線防護庁（BfS）の調査では、非発熱性放射性廃棄物は 2060 年代に 30 万

m3となり、このうち公的部門のものは約 40％となる。本報告は、この公的部門の放射性廃棄

物の処分コスト決定因子について検討されているので 1)、一部 BfSの資料と合わせて紹介する 

 

１．はじめに 

ドイツでは過去数十年間、公的部門は原子

力の推進のための研究やプロジェクトを通じ

て、建設や原子力施設の運転を実施してきた。

これらの施設の運転や廃止措置により、無視

できる程度の発熱であるが特に管理されなけ

ればならない放射性廃棄物（以下、非発熱性

放射性廃棄物）が発生する。この廃棄物管理

タスクの前処分と本処分コストは、公的資金

から調達しなければならない。 

本報告では、公的部門が負担する処分費用

に重大な影響を与えるコスト決定因子を確認

する。廃棄物管理費が非発熱性廃棄物に関連

付けられ、総廃炉費用のかなりの割合を占め

るという事実を考えると、例えば解体措置計

画における方策に情報を提供することもまた

この報告の目的である。 

 

２．公共部門での廃棄物の状況 

ドイツの連邦放射線防護庁（BfS）の予測

によると、非発熱性放射性廃棄物量は 2060

年代で 30万m3になり、それ以降はあまり増

加しない。現在の計画では 2060年までにこ

の大部分がコンラッド廃棄物処分場で処分さ

れる。この内、公的部門に責のある放射性廃

棄物は約 12万m3であり、総排出量の約 40％

に相当する。なお、原子力発電所や原子力産

業部門で約 60％を占める（図 1）。 

 

 

 

図 1 非発熱性放射性廃棄物の発生量 2) 

 

３．処分コストの決定因子 

処分コストは、以下で決定される。 

・廃棄物処分場の準備 

・廃棄物処分場の操業 

・廃棄物処分場の閉鎖 

廃棄物処分場の準備コストは、特に廃棄物

処分場の計画と工事の進捗状況、改修と高度

化に関連して工事中に得られる構造的知識、

及び入札手続きなどの行政手続、によって影

響を受ける。 

操業コストは、うまく機能する需給体制に

より、廃棄物処分場が決められた条件で操業

できるかどうかによって決定される。計画外

のイベントは操業時間と操業コストの両方を

増加させる。 

廃棄物処分場の閉鎖の具体的な方策は、許

可決定条件に準拠して操業終了時に決定され

る。結局、その時点で普及している科学技術
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の最先端技術がコストを決定する。 

 

４．前処分コストの決定因子 

前処分には、放射性廃棄物の処理と調整、

処分のために必要な書類の準備、廃棄物の中

間貯蔵、廃棄物処分場への廃棄体の最終的な

輸送、がある。廃棄体は廃棄物処分場の要件

に準拠するように条件付けされている。 

前処分コストは、特に以下で決定される。 

・廃棄物の処理と調整 

・廃棄物の保管 

・処分のための必要な書類 

今日生じた廃棄物の処理と調整は、処分の

ために現在施行されている廃棄物受入要件に

従い、承認された計画に従って行われる。初

期に調整された放射性廃棄物は、部分的に再

検査され、現在の基準でさらに調整される。

処分に適した貯蔵キャスクの提供もコスト決

定因子である。 

廃棄物の保管に関して、必要な中間貯蔵容

量の提供が前提である。中間貯蔵の期間と必

要な容量の提供は、需給体制と同様に、とり

わけ廃棄物処分場の操業時期に影響を与える。 

処分のための廃棄物の受け入れ要件に応じ

た必要な書類の作成は、現在開発された以降

の処理である。特に古い廃棄物の存在量に関

して、必要な費用はかなりのものである。処

分のための廃棄物受入要件が決まると、経験

によって将来少ない努力ですむと期待できる。 

公的部門に責のある放射性廃棄物に関して、

廃棄物前処分の個別コストの詳細は、これま

で公表されていない。

５．総コストの決定因子 

公的部門における放射性廃棄物処分の総コ

ストは、次の重要なパラメータによって決定

される。 

・廃棄物前処分の個別コスト [€/m3] 

・廃棄物処分の個別コスト [€/m3] 

・公的部門に責のある廃棄物量 [m3]  

計画された解体方策が廃棄量の削減に影響

を与える場合、これらの重要なパラメータを

利用して、対応する対策費用が適正かどうか

が推定できる。廃棄物管理で計画された対策

によって重要パラメータが相当な増加を引き

起こす場合、対策が見直され再評価される指

標となる。 

現在の知識によると、廃棄物前処分の個別

コストは、廃棄物処分の個別コストと同じオ

ーダーである。 

 

６．まとめ 

非発熱性放射性廃棄物の処分に関するコス

ト決定因子が示され、総コストに影響を与え

る不確実性とリスクについて説明した。 

処分の総コストは、前処分及び処分の費用

によって決定され、これらは重要パラメータ

によって求められる。 

これらの重要パラメータと公的部門の責に

なる廃棄物の量を考えると、公的部門の廃棄

物管理の総コストを推定できる。特に前処分

のための重要パラメータは、例えば解体に関

連して、計画された方策の効率を評価するた

めに使用することができる。 

 

 

参考文献 

1) Dr. Frank Peiffer and Brigitta McStocker, "Costs to Be Borne by the Public Sector for the 

Disposal of Radioactive Waste with Negligible Heat Generation," KONTEC 2015. 

2) ドイツ連邦放射線防護庁（BfS）のホームページ（http://www.bfs.de/DE/themen/ne/abfaelle/ 

prognosen/prognosen.html） 
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４．フランス CEAによる廃止措置施設のロボット検査経験 

企画部 五十嵐 幸  

 

 フランス CEAは、廃止措置過程の事前検査に使用するロボットについて、検査に関連して

選択される 3種類のロボットのカテゴリーを提案し、それらのロボットの機能と適用事例を紹

介している 1) 2) 。なお、現在も東京電力福島第一原子力発電所で行われている燃料デブリ探索

ロボットとの比較などを追記する。 

 

１．ロボットのカテゴリー 

 CEA は遠隔操作ロボットについて 3 種類

のカテゴリーを定義し、その定義に基づいて

製作したロボットとその使い方を紹介した。

本論は、まず、それらのロボットの概要と共

に、具体的な適用状況を示す。 

 CEA が定義したロボットの 3 種類のカテ

ゴリーは次の様なものである。 

・マン－パッカブル(Man-packable)：適切

な保護服と装備の 1～2 名のオペレータで

取扱うことができ、転倒しにくい形状のロ

ボット 

・マン－ポータブル(Man-portable)：適切な

保護服と装備の 1～2 名のオペレータで取

扱うことができるロボット 

・マキシ（Maxi）：体積や重量の大きなロ

ボットで、重さのある装備を搭載できる 

これらのカテゴリーは、そのシステムを操

作する場所によって選定する。CEA は

Cyberia 社 と 共 同 で 、 RICA (Robot 

d’Inspection pour Celシリーズと名付けた 3

種類のロボットを開発した。 

 

２．ロボットの特徴 

 RICA シリーズのロボットの特徴を以下に

示す。 

 RICA 1 は、マン－パッカブルであり、

Cyberiaのロボット(TECKY Crawler）を基

本とし、直径 150 mmを通過出来る。このロ

ボットはカメラと線量率計を搭載する（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 RICA 2は、マン－ポータブルで、Cyberia

のロボット(HUGGY Crawler)がベースであ

る。RICA 2 は高い床走行性を与えるクロー

ラ駆動であり、モータユニットの上部にカメ

ラや照明機材を搭載する。250 mmの開口部

を通過でき、ケーブルの全長は 20 mである

（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 RICA 3 はクローラ駆動の中型ロボットで

ある。これは、大きくて重い放射線検出器（線

保護フック 

カメラ 

カメラ支持車輪 

図 1 RICA 1 

図 2  RICA 2 
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量率計、γカメラ、γスペクトロメータ）を

運搬できるモジュール式で、放射線検出器の

他にマニピュレータを選択できる。そのため

重量は組合せによって異なる（80 kg～100 

kg)。これらロボットは配線数削減のため同軸

ケーブルでの多重化を行い、さらに、稼働時

間の制限をなくすため、有線制御としている。 

搭載する計測器は次の通り。 

 ・線量率計：Saphymo製 6150 AD5(0.1～

1.0 Gy/h) 

 ・γカメラ：キャンベラ製の i PIXがベー

スで改造を加えている 

 ・レーザレンジファインダ：Leica 製 

DISTO D510 

これらを搭載した RICA 3を図 3に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 計測器を搭載した RICA 3 

 

３．適用例 

(1) RICA 1による APMセル検査 

 フランスの Marcoule パイロット工場

（Atelier Pilote de Marcoule：APM）は 1962

年に稼働し、再処理とガラス固化の研究に使

用された。再処理では 5 t/年の処理能力を持

ち、様々な燃料を処理した。再処理は 1997

年に、また、R&Dは 2003年に終了した。 

 APM セルの解体に向け、検査が行われた。APM

セルは 4基の核分裂生成物濃縮物貯蔵タンク

を収納するセルである。セル上部には厚さ 1 

mのコンクリートスラブがあり、そこに直径

190 mmの貫通孔を 2か所開け、RICA 1を 2

名で挿入した（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 炉上部からの RICA 1の操作 

 

RICA 1 には棒に取り付けた 3 個の線量率

計を搭載した。操作者は 25 m長のケーブル

を操作し、セル床に着陸させた。図 1のフッ

クは、セルに下す時、着底時の衝撃からロボ

ットを保護するためのものである。APM セ

ルでは床で最大 5 mGy/hを、タンクの 1 m

高さ表面で 86 mGy/hを検出した。 

 

(2) RICA 2によるガス炉の点検 

 1968年まで稼働していたG1天然ウラン黒

鉛ガス炉(46 MWt)のクリーンアップと解体

は、1969年に開始された。冷却配管を含む全

ての外部配管類は 1996 年に撤去されたが、

黒鉛スタックはまだ炉内に残っている。 

RICA 2 は G1 炉下部の状況検査とサンプ

リングのため、炉下部に送り込まれた。RICA 

2 の挿入装置は CEA によって開発されたも

のでロボットの水平を維持しながら炉底に挿

入する昇降機が使用された（図 5）。RICA 2

による線量率の測定はギャラリー入口から全

経路で行った。線量率分布は、入口から 5 m

地点で 2 μGy/h未満であった。しかし、入口

から 15 mのトロイド下部において 30 μGy/h

の最大値を示した。γ線スペクトロメータは

ロボットの経路について実施されたが、汚染

はなかった。 

レーザレンジファインダ 

線量率計 

γカメラ 
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図 5 RICA 2を G1炉底に 

挿入する様子 

 

(3) RICA 3によるドラム缶保管室の検査 

 APM には廃棄物貯蔵に使われているセル

があり、貯蔵容器の状態、放射線の状態等が

定期的に検査されている。貯蔵容器はドラム

缶で、その状況が RICA 3に搭載したカメラ

やγカメラによって検査された。γカメラは

キャンベラ製で 80 mm、重量 17 kgである。

ドラム缶に対向したγカメラ搭載の RICA 3

を図 6に、また、計測結果を図 7に示す。 

 線量の補正は RICA 3に搭載したレーザレ

ンジファインダーで計測した距離によって行

っている。

なお、図 7の上段はγ線画像単独、同図の下

段は可視画像との合成画を示している。図か

らは、γ線源がドラム缶下部に集中している

事、スペクトル分析の結果、主な γ線が

Cs-137由来であること等が判る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献 

1)Najib Mahjoubi, Christia Ducros, et al.,  

”Robotic trio,” NEI, Nov. 2015. 

2) Jeremy Seyssaud, Philippe Girones, et 

al., “Robotic D&D,” WM 2015 Conference, 

March 15 - 19, 2015. 

 

 

追記 

 東京電力福島第一原子力発電所（1F）では、デブリの位置を確認するためのロボット適用が

進められている。しかし、進入口径が G1 黒鉛ガス炉の場合は直径 250 mm であるが、1F で

はペネトレーションの直径が 100 mmと小さい。さらに、1Fの空間線量率は約 80 Sv/hで、

G1 より数桁大きい。1F のデブリの位置を計測するためには、RICA 3 で成功したように、γ

カメラの使用が適切である。しかし、直径 100 mmのペネトレーションを通過できるロボット

に、重量の大きなγカメラを搭載する事は困難なため、次のような検討が必要である。 

 ・γカメラの小型化と、当該カメラを搭載できる小型ロボットの開発 

 ・格納容器に当該ロボットが通過できるだけの貫通孔を新たに設置 

 ・口径約 600 mmの既設のペネトレーションを利用するための適切な遮蔽 

図7 RICA 3の

γカメラ測定

結果 

図 6 ドラム缶に対

向したγカメラ搭

載の RICA 3 
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ま
で

に
海

外
で

運
転

停
止

し
た

発
電

所
は

な
い

。
国

内
で

は
四

国
電

力
伊

方
原

子
力

発
電

所
1
号

機
（
P

W
R

、
5
6
万

6
千

ｋ
W

）
が

5
月

1
0
日

に
運

転
を

停
止

し
た

。
国

が
定

め
た

「原
則

40
年

運
転

」を
適

用
し

運
転

停
止

し
た

国
内

6番
目

の
発

電
炉

で
あ

る
。

国
内

の
恒

久
運

転
t停

止
し

た
原

発
に

関
し

て
は

、
2
月

1
2
日

に
関

電
は

美
浜

原
発

1，
2号

機
、

原
電

は
敦

賀
原

発
1号

機
の

「廃
止

措
置

計
画

書
」を

原
子

力
規

制
委

員
会

に
提

出
し

、
す

で
に

申
請

済
み

の
九

電
玄

海
原

発
1
号

と
合

わ
せ

4
基

の
審

査
が

行
わ

れ
て

い
る

。
島

根
原

子
力

発
電

所
1号

機
の

廃
止

措
置

計
画

は
既

に
ま

と
め

ら
れ

間
も

な
く
申

請
が

行
わ

れ
る

。
中

部
電

力
浜

岡
原

発
１

，
２

号
機

の
廃

止
措

置
計

画
変

更
申

請
は

2
月

6
日

に
認

可
さ

れ
、

原
子

炉
周

辺
設

備
の

解
体

等
の

廃
止

措
置

の
第

二
段

階
に

移
行

し
た

。
他

方
、

関
西

電
力

高
浜

原
発

１
、

2
号

機
及

び
美

浜
原

発
3
号

機
の

6
0
年

ま
で

の
運

転
延

長
の

申
請

は
原

子
力

規
制

委
員

会
に

て
審

査
の

最
終

段
階

で
あ

る
（国

内
各

報
道

機
関

）。
本

年
７

月
末

時
点

で
の

世
界

の
運

転
停

止
し

た
発

電
炉

は
1
6
１

基
と

な
る

。
本

報
告

で
は

情
報

の
更

新
を

行
っ

て
い

ま
す

。
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前報告から平成 28 年 6 月までの外部機関委員会等への参加者は以下の通りである。 

 

外部機関名 委員会等の名称 参加者氏名 開催日時 

原子力デコミッショ 

ニング研究会 

原子力デコミッショニング研究会

（第 9回） 
澁谷 進 2月 26日 

原子力デコミッショ 

ニング研究会 

原子力デコミッショニング研究会

（第 10回） 
澁谷 進 3月 25日 

原子力学会 原子力学会春の年会 泉田龍男 
3月 26～ 

28日 

原子力デコミッショ 

ニング研究会 

原子力デコミッショニング研究会

（第 11回） 
澁谷 進 4月 14,15日 

原子力デコミッショ 

ニング研究会 

原子力デコミッショニング研究会

（第 12回） 
澁谷 進 5月 13日 

（一財）エネルギー総合

工学研究所 

21世紀における原子力発電炉廃止

措置の在り方に関する調査検討委

員会 〈第一回〉 

榎戸裕二 5月 31日 

原子力学会 第 24回 LLW放射能評価分科会 泉田龍男 6月 6日 

原子力デコミッショ 

ニング研究会 

原子力デコミッショニング研究会

（第 13回） 
澁谷 進 6月 10日 

 

 

 

 

 

人事異動 

○評議員 

 新任（平成 28年 4月 19日付）      退任（平成 28年 3月 31日付） 

  柴田 周（非常勤）           近藤比呂志（非常勤） 

 

○理事 

  新任（平成 28 年 4 月 19日付）      退任（平成 28年 3月 30日付） 

  中尾 正文（非常勤）          小林 宏史（非常勤） 

 

委員会等参加報告 

総務部から 
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○職員 

退任 参事・総務部長 境野 武（平成 28 年 3 月 31日付） 

  退任 参事・企画部長 菊池 孝（平成 28 年 3月 31日付） 

 

  新任 参事・総務部長 笹山 義明（平成 28年 4月 1日付） 

  新任 参事・企画部長 中井 俊郎（平成 28年 4月 1日付） 
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第 29 回 「原子力施設デコミッショニング技術講座」 

ご 案 内 
 

当センター主催の第 29 回「原子力施設デコミッショニング技術講座」を以下の通り開催し

ます。皆さまのご参加をお待ちしております。詳細については、追ってご案内申し上げます。 

 

開催日時：平成 28 年 10月 27日（木） 10時 30分～17時 00分 

開催場所：東京都港区赤坂 1－9－13  三会堂ビル 9階 石垣記念ホール 

 

 

 

第 28 回 「報告と講演の会」 

ご 案 内 
 

当センター主催の第 28 回「報告と講演の会」を以下の通り開催します。当センターの事業報

告をさせて頂くとともに、特別講演等を予定しております。詳細については、追ってご案内さ

せていただきます。皆さま奮ってのご来場をお待ち申し上げます。 

 

開催日時：平成 29 年 1 月 20日（金） 午後 1時 30分～17時 00分 

開催場所：東京都港区赤坂 1－9－13     三会堂ビル 9階 石垣記念ホール 

 

 

 

「RANDEC ニュース」の E メール配信について（お願い） 

昨年度より「RANDEC ニュース」は、Eメールによる配信を行っておりますが、まだ、ご

登録がお済みでない賛助会員様等は、登録をお願いします。 

 

登録先アドレス：randecnews@randec.or.jp 

28



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        本誌からの引用・複写は、当センターの許諾を受けて下さい。 

©RANDECニュース 第 103号 

発   行   日： 平成 28年 7月 12日 

編集・発行者： 公益財団法人 原子力バックエンド推進センター 

 
〒319-1107茨城県那珂郡東海村豊白一丁目 3-37 

 
Tel: 029-283-3010 

 
Fax: 029-287-0022 

ホームページ： http://www.randec.or.jp/ 

E-mail     ： decomi@randec.or.jp 


	関係者で協調した原子力理解促進活動の推進を
	RANDEC ニュース目次
	RANDEC の主要な行事等
	理事会及び評議員会の開催について

	RANDEC の事業・活動に関する近況報告
	１．照射後試験施設で発生する廃棄物の共通的放射能評価手法の確立に向けて
	２．クロスフローシュレッダによる放射性物質の除染試験
	３．大学・民間等廃棄物処理事業の進捗状況

	外部機関の活動状況の紹介
	清水建設の原子力発電所廃止措置技術

	海外技術情報
	１．フィリップスブルグ１号機の化学除染
	２．ドイツにおける廃棄物処分計画の見直しについて
	３．ドイツ公的部門の放射性廃棄物の処分コスト
	４．フランスCEA による廃止措置施設のロボット検査経験

	世界の原子力発電所の廃止措置最新情報　
	委員会等参加報告
	総務部から
	第29 回 「原子力施設デコミッショニング技術講座」ご 案 内
	第28 回 「報告と講演の会」ご 案 内当



